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ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

は
こ
の
ほ
ど
、都
内
で
会
見
し
、

稲
林
芳
人
氏
の
新
専
務
就
任
を

報
告
。
続
け
て
恒
例
の
ア
ル
ミ

缶
需
要
予
測
、
ア
ル
ミ
缶
リ
サ

イ
ク
ル
状
況
を
発
表
し
た
。

　
︿
24
年
は
新
ジ
ャ
ン
ル
減
も

前
年
並
み
需
要
か
﹀

　

ア
ル
ミ
缶
需
要
の
２
０
２
３

年
は
減
少
と
な
っ
た
が
、
９
年

連
続
で
２
０
０
億
缶
超
え
。

　

酒
類
は
家
飲
み
の
落
ち
着

き
、
酒
税
改
正
に
よ
る
新
ジ
ャ

ン
ル
の
不
振
が
マ
イ
ナ
ス
要
因

と
な
っ
た
も
の
の
、
価
格
優
位

性
を
維
持
し
た
Ｒ
Ｔ
Ｄ
が
伸
び

た
。
飲
料
は
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
値

上
げ
と
暖
冬
で
鈍
い
動
き
に
。

　

24
年
は
引
き
続
き
新
ジ
ャ
ン

ル
が
減
る
も
、
そ
の
分
を
Ｒ
Ｔ

Ｄ
の
伸
び
が
補
う
と
予
測
。
飲

料
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
。
ト
ー
タ

ル
前
年
並
み
と
見
る
。
10
年
連

続
で
２
０
０
億
缶
を
超
え
る
見

通
し
だ
。

　
︿
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
が
成
果
﹀

　

23
年
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

97
・
５
％
と
大
き
く
上
昇
。
需

要
が
減
少
し
た
が
、
分
子
と
な

る
国
内
循
環
量
と
輸
出
量
が
維

持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
輸
出

量
は
タ
イ
が
大
幅
減
だ
っ
た

が
、
韓
国
が
増
加
し
全
体
で
は

微
増
。
協
会
が
掲
げ
る
〝
安
定

的
な
92
％
以
上
〟
の
目
標
は
引

き
続
き
達
成
さ
れ
た
。

　

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ａ
Ｎ 

ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
率
も
73
・
８
％

と
上
昇
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
一
帯
の
取
り
組
み
が
加
速
し

た
も
の
。

　

ま
た
「
限
界
は
近
い
」
と
さ

れ
て
い
た
リ
デ
ュ
ー
ス
率
は
04

年
比
で
６
・
８
％
の
軽
量
化
と

急
上
昇
。
Ｓ
Ｏ
Ｔ
缶
の
胴
部
、

缶
底
、
ボ
ト
ル
缶
胴
部
の
薄
肉

化
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
目

標
〝
25
年
ま
で
に
６
％
以
上
〟

は
21
年
に
達
成
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
な
っ

た
。
神
﨑
敬
三
副
理
事
長
（
東

洋
製
罐
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
常
務
執
行
役
員
）は「
技

術
的
に
は
さ
ら
な
る
軽
量
化
が

可
能
。
た
だ
、
流
通
で
耐
え
う

る
設
計
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

安
心
、
安
全
が
担
保
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
展
望
し
て

い
る
。

　
︿
業
界
統
一
「
ア
ル
ミ
カ
ッ

プ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
」﹀

　

ま
た
、
会
見
で
は
業
界
統
一

の
「
ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
」
を
披
露
。
会
員
各

社
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
を
通
じ

自
治
体
に
も
周
知
し
て
い
く
。

　

近
年
、
イ
ベ
ン
ト
や
商
業
施

設
で
増
え
て
い
る
「
ア
ル
ミ

カ
ッ
プ
」
は
「
保
温
性
へ
の
評

価
が
高
く
、
今
後
の
市
場
確
立

に
期
待
が
持
て
る
」（
石
原
美

幸
理
事
長
・
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
取
締
役

会
長
）
一
方
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
る
「
飲
料
、
酒

類
が
〝
充
填
さ
れ
た
〟
も
の
」

の
基
準
を
満
た
さ
な
い
た
め
、

ア
ル
ミ
缶
の
識
別
マ
ー
ク
を
使

用
で
き
な
い
。
た
だ
、
ア
ル
ミ

缶
と
同
じ
く
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
で
作
ら
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
性

が
高
い
た
め
、
新
た
な
業
界
統

一
マ
ー
ク
で
資
源
循
環
を
促
し

て
い
く
。

�

（
石
母
田 

景
）

日本の飲料用アルミ缶需要量
アルミ缶リサイクル協会調（単位：億缶、％）

22実績 前年比 23実績 前年比 24予測 前年比

ビール系 91.2 96.9 88.0 96.5 87.5 99.4

ビール系以外の飲料 120.4 100.6 119.1 98.9 120.0 100.8

（内その他アルコール） 50.8 98.6 51.6 101.6 52.5 101.7

（内非アルコール） 69.6 102.1 67.5 97.0 67.5 100.0

小計 211.6 99.0 207.1 97.9 207.5 100.2

（内ボトル缶） 23.2 104.5 21.9 94.4 22.0 100.5

空缶輸入 0.6 66.7 0.5 83.3 0.5 100.0

実缶輸入 4.3 104.9 4.9 114.0 4.9 100.0

実缶輸出 1.2 120.0 2.8 233.3 2.8 100.0

国内需要 215.3 98.9 209.7 97.4 210.1 100.2

日本のアルミ缶リサイクル状況
アルミ缶リサイクル協会調

22実績 23実績

消費量（億缶） 215.3 209.7

　〃　（トン） 326,808 314,645

国内循環量（億缶） 162.9 164.5

　〃　　　（トン） 248,325 247,851

輸出量（億缶） 38.4 39.1

　〃　（トン） 58,471 58,891

再生利用量（億缶） 201.3 203.6

　〃　　　（トン） 306,796 306,742

缶材向け重量（トン） 176,087 182,897

リサイクル率（％） 93.9 97.5

CAN to CAN率（％） 70.9 73.8

組成率（%） 89.1 89.4

廃棄量（トン） 2,000 2,000

未把握重量（トン） 18,012 5,903

リデュース率（%、04年比） 6.1 6.8

最
新
の
ア
ル
ミ
缶
需
要
・
リ
サ
イ
ク
ル
率

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
新
専
務
に
稲
林
氏


